
地
域
に
豊
富
に
あ
る
森
林
資
源
の
有
効
活
用
は
、
林
業
・
木
材
産
業
の
活
力
を

高
め
、
地
方
創
生
の
実
現
や
地
域
経
済
の
成
長
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。
森
林
が
全
面
積
の
４
分
の
３
を
占
め
る
鳥
取
県
内
で
は
、
川
上
か
ら
川
下

ま
で
業
界
全
体
で
県
産
材
の
利
用
促
進
を
図
る
推
進
組
織
も
発
足
。
住
宅
な
ど
建

築
物
へ
の
利
用
拡
大
を
見
据
え
、
木
材
の
地
産
地
消
に
機
運
が
高
ま
る
。

下

「住の未来を創る」は鳥取県木材協同組合連合会などの協力で企画しました。

林
業
や
木
材
産
業
、
設
計
、
建
設
業
の
民
間
団

体
と
鳥
取
県
が
連
携
し
「
木
づ
か
い
の
国
と
っ
と

り
を
実
現
す
る
会
」
（
前
田
八
壽
彦
会
長
）
が
６

月

日
に
発
足
。
県
産
材
の
利
用
推
進
に
係
る
課

題
や
解
決
策
に
つ
い
て
検
討
し
、
森
林
・
木
材
産

業
の
活
性
化
に
向
け
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
。８

月

日
に
は
福
祉
、
学
校
、
建
築
、
建
具
、

家
具
、
行
政
関
係
者
ら
幅
広
い
分
野
か
ら
参
加
を

呼
び
掛
け
、
意
見
交
換
会
を
開
い
た
。
建
築
物
へ

の
木
材
利
用
で
こ
れ
ま
で
の
Ｐ
Ｒ
不
足
が
判
明
し

た
こ
と
か
ら
、
県
内
各
自
治
体
を
回
っ
て
木
材
の

良
さ
を
周
知
し
、
公
共
建
築
物
へ
の
県
産
材
利
用

の
意
識
を
高
め
る
活
動
を
行
う
予
定
。

ま
た
、
県
内
の
材
料
や
製
品
、
技
術
に
よ
り
倉

庫
や
事
務
所
、
店
舗
の
よ
う
な
中
規
模
木
造
建
築

物
を
建
て
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
設
計
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
む
。設
計
完
成
後
は
、

そ
の
成
果
を
基
に
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
予
定

で
、
技
術
面
で
も
県
産
材
が
使
わ
れ
や
す
く
な
る

よ
う
後
押
し
す
る
。

鳥取県木造住宅推進協議会の「木の住まいフェア2016」が９月 日に米子市の米子産業

体育館で、 月 、 の両日に鳥取市の鳥取産業体育館でそれぞれ開かれた。子育て世代

など大勢の家族連れが来場し、木造住宅への関心を深めたイベントの様子を紹介する。

伝
統
工
法
で
棟
上
げ
体
験

か
ん
な
削
り
な
ど
大
工
気
分

工
作
や
遊
び
で
木
を
知
る

１
棟
分
の
柱
当
た
る
抽
選
も

米子会場鳥取会場

大
工
さ
ん
に
な
っ
た
つ
も
り
で
、

か
ん
な
削
り
に
挑
戦

ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂｃＺＺＺＺ

抽選で１棟分の県産杉の柱が
当たり 喜びの表情

木の良い香りがするかんなくずの
プールの中で 景品探しに夢中の
子どもたち

米
子
会
場
（
同
協
議
会
西
部
支
部
主
催
）

で
は
、
住
ま
い
造
り
の
伝
統
技
術
の
紹
介

な
ど
を
主
眼
に
展
開
。
木
工
や
か
ん
な
削

り
、
ミ
ニ
畳
製
作
の
ほ
か
、
く
ぎ
を
使
わ

な
い
伝
統
工
法
で
上
棟
式
が
体
験
で
き
る

コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
に
ぎ
わ
っ
た
。

棟
上
げ
体
験
で
は
、
実
物
の
約
３
分
の

１
の
大
き
さ
の
キ
ッ
ト
を
使
用
。
約

人

の
子
ど
も
た
ち
が
柱
や
梁は

り

、
桁け

た

な
ど
を
組

み
上
げ
た
。
最
後
に
完
成
し
た
屋
根
の
上

か
ら
餅
を
ま
い
て
、
本
番
さ
な
が
ら
に
盛

り
上
が
っ
た
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
か
ん
な

削
り
を
体
験
し
た
倉
吉
市
の
佐
々
木
桂
子

さ
ん
は
「
住
宅
に
求
め
る
の
は
安
心
・
安

全
」
と
強
調
。
木
造
住
宅
は
間
取
り
な
ど

空
間
設
計
の
自
由
度
が
高
い
た
め
、
「
子

ど
も
た
ち
に
目
が
行
き
届
く
、
思
い
通
り

の
開
放
的
な
空
間
が
実
現
で
き
る
と
思

う
」
と
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
た
。

地
元
工
務
店
な
ど
会
員
企
業
が
、
木
造

建
築
の
良
さ
や
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
を

Ｐ
Ｒ
し
た
鳥
取
会
場
（
同
協
議
会
東
部
支

部
主
催
）
。
１
棟
分
の
県
産
杉
の
柱
（

本
）
が
当
た
る
抽
選
会
、
木
を
使
っ
た
工

作
コ
ー
ナ
ー
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
盛
況

だ
っ
た
。

初
日
は
、
県
産
材
に
詳
し
い
小
畑
厚
さ

ん
と
福
田
充
宏
さ
ん
、
２
人
の
「
ケ
ン
サ

ン
」
が
来
場
。
福
田
さ
ん
は
「
木
も
食
同

様
、
地
産
地
消
が
大
事
。
鳥
取
の
木
は
鳥

取
の
人
の
生
活
に
な
じ
む
」
と
県
産
材
活

用
の
利
点
を
挙
げ
た
。

会
員
企
業
で
住
宅
の
新
改
築
を
予
定
し

て
い
る
人
を
対
象
に
し
た
抽
選
で
、
１
棟

分
の
県
産
杉
の
柱
が
当
た
っ
た
鳥
取
市
の

太
田
博
子
さ
ん
は
「
新
し
い
家
は
、
健
康

に
良
い
と
さ
れ
る
し
っ
く
い
の
壁
、
（
年

輪
の
風
合
い
を
生
か
し
た
）
浮う

造
り
の
床

の
部
屋
を
作
り
た
い
。
県
産
材
も
た
く
さ

ん
使
っ
て
」
と
笑
顔
だ
っ
た
。

伝統的な工法を体験する子どもたち 屋根の一番高い位置に
ある部材 棟木 を取り付け いよいよ完成

床 天井 柱など県産材を使った
モデルルームを見学する来場者

自由工作スペースでは 大勢の家族連れが本箱やいす
棚など思い思いの作品づくりを楽しんだ

  鳥取県内産の間伐材（杉、ヒノキ）

を使い、県内装協が開発した内装

材の商品名を二つ答えてください。

Ｑ
◆抽選で正解者３人に県産杉の鉢置
き＝写真＝（八頭町市場の河原木材・
遊木倶楽部製作）をプレゼントします。
【応募】〒680－8688（住所不要）
新日本海新聞社企画開発部「木づかい
の国とっとり」係。日本海新聞ＨＰ特
集ページからも応募できます。 月８
日必着。

※当選者の発表は、賞品
の発送をもって代えさせて
いただきます。個人情報は
賞品発送以外の目的には使
いません。

開発された内装材 とっとり杉ごころ

鳥
取
県
木
質
内
装
材
開
発
・
販
売
推
進
協
議

会
（
内
装
協
）
が
、
鳥
取
県
産
の
杉
と
ヒ
ノ
キ

の
間
伐
材
を
有
効
利
用
し
た
内
装
材
を
開
発
し

た
。
「
と
っ
と
り
杉
ご
こ
ろ

と
っ
と
り
桧

ひ
の
き

ご
こ
ろ
」
の
商
品
名
で
販
売
体
制
が
整
い
、
工

務
店
な
ど
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。

県
内
装
協
は
２
０
１
４
年
６
月
、
県
内
の
建

築
設
計
・
住
宅
推
進
団
体
、
建
材
・
合
板
メ
ー

カ
ー
、
製
材
関
係
者
な
ど
が
設
立
。
構
造
材
以

外
で
県
産
材
の
利
用
拡
大
を
目
指
し
、
業
界
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
結
集
。
床
板
、
腰
板
（
壁
）
と
し

て
改
築
で
の
需
要
も
見
込
め
る
内
装
材
の
試
作

を
重
ね
て
い
た
。

腰
板
（
厚
さ
９
㍉
、
幅
１
０
０
㍉
、
長
さ
９

０
０
㍉
）
に
は
杉
、
床
板
（
厚
さ

㍉
、
幅
１

５
０
㍉
、
長
さ
９
０
０
㍉
）
に
は
杉
と
ヒ
ノ
キ

の
無む

垢く

材
を
使
用
。
表
面
を
保
護
し
、
美
観
を

損
な
わ
な
い
よ
う
ウ
レ
タ
ン
塗
装
を
施
し
た
。

無
垢
の
床
板
の
幅
１
５
０
㍉
は
、
通
常
よ
り
広

く
、仕
上
が
り
の
見
た
目
も
良
く
な
る
と
い
う
。

智
頭
町
森
林
組
合
が
加
工
生
産
、
鳥
取
木
材

協
同
組
合
が
販
売
を
担
当
す
る
。
県
木
材
協
同

組
合
連
合
会
は
「
木
は
循
環
型
の
資
源
で
、
使

う
こ
と
で
森
も
地
域
も
元
気
に
な
る
。
開
発
さ

れ
た
こ
の
内
装
材
に
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
付
け
て
販

売
す
る
こ
と
で
、
県
外
産
と
の
違
い
を
明
確
に

打
ち
出
し
て
い
く
上
で
の
き
っ
か
け
に
な
れ

ば
」
と
話
し
て
い
る
。

県産材熟知のアドバイザー

「ケンサン」活躍
信頼できる情報を発信

地元の木材をもっと生活に取り入れて

もらおうと、鳥取県内各地で 人（東部

８、中部２、西部３）の「ケンサン」が

活動している。県産材の魅力を熟知した

ＰＲ隊として、専門家の立場でアドバイ

スするなど、需要拡大への貢献を目指す。

顔ぶれは多彩。木を育てる森林組合関

係者や材木に加工する製材業者、家を建

てる設計士、大工、工務店関係者など業

界からの推薦で、各分野の専門家が名を

連ねている。

活動開始から１年。住宅関連のイベン

トなどに参加し、豊富な知識と経験を生

かして、家造りに役立つ情報を発信して

いる。
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２０１６年 (平成２８年 )１０月２５日　火曜日 ( 第３種郵便物認可 )（１３） ２０１６年 (平成２８年 )１０月２５日　火曜日 ( 第３種郵便物認可 )（１３）
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